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小
平
市
消
防
団
（
筋
野
明
団
長
）
は
、

９
個
分
団
百　

人
で
編
成
さ
れ
、
団
員
は

４８

本
業
を
持
ち
な
が
ら
、
奉
仕
の
精
神
で
火

災
な
ど
の
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
る
た
め
、
日
夜
献
身
的
に
防
災

活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

出
初
式
は
、
消
防
団
に
よ
る
伝
統
的
な

年
頭
行
事
で
、
消
防
車
パ
レ
ー
ド
、
東
京

消
防
庁
音
楽
隊
演
奏
、
一
斉
放
水
な
ど
を

披
露
し
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
木
）　

午
前　

時

１１

１０

　

４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
入
学
通
知
書
を
１
月
中
旬
ま
で
に

発
送
す
る
予
定
で
す
。

　

入
学
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
学
校

名
と
、
同
封
す
る
入
学
説
明
会
の
ご
案
内

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対　

象　

▽
小
学
校
…
平
成　

年
４
月
２

２３

日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

２４

▽
中
学
校
…
平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成

１７

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

１８※
小
平
市
立
以
外
の
小
・
中
学
校
に
入
学

す
る
方
は
、
入
学
す
る
学
校
の
入
学
承
諾

書
（
許
可
書
な
ど
）
と
、
小
平
市
教
育
委

員
会
発
行
の
入
学
通
知
書
を
、
学
務
課

（
市
役
所
５
階
）
ま
た
は
東
部
・
西
部
出

張
所
、
動
く
市
役
所
へ
持
参
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
外
国
籍
の
お
子
さ
ん
で
入
学
を
希
望
す

る
場
合
は
、
学
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
病
弱
、
発
育
不
全
、
そ
の
ほ
か
心
身
に

障
が
い
が
あ
り
、
通
常
の
学
級
へ
の
就
学

が
困
難
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
至
急
、
学

務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
す
で
に
就
学

相
談
が
済
ん
で
い
る
場
合
は
、
連
絡
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

怯
指
定
学
校
以
外
の
小
平
市
立
小
・
中
学

校
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
場
合

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
学
務

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
調
整
区
域
に
在
住
し
て
い
る
（
詳
し
く

は
入
学
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▽
兄
姉
が
す
で
に
通
学
し
て
い
る

▽
身
体
的
理
由
に
よ
り
指
定
学
校
へ
の
通

学
が
困
難
で
、
通
院
な
ど
に
よ
り
利
便
性

の
あ
る
学
校
へ
の
通
学
を
希
望
す
る

▽
通
学
区
域
外
に
転
居
が
決
ま
っ
て
い
る

▽
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
に
祖
父
母

宅
（
親
類
宅
）
に
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
小
学
校
の
み
）

▽
指
定
学
校
へ
の
通
学
距
離
が
変
更
を
希

望
す
る
学
校
ま
で
の
通
学
距
離
と
比
べ
、

３
倍
以
上
あ
る
（
小
学
校
の
み
）

▽
小
学
校
で
指
定
学
校
変
更
の
許
可
を
受

け
て
い
る
（
中
学
校
の
み
）

※
部
活
動
を
目
的
と
し
た
越
境
通
学
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
居
住
の
実
態
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

場
合
は
、
入
学
後
で
も
転
校
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

相
談
期
間　

１
月
９
日（
火
）〜　

日（
水
）

３１

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

問
合
せ　

学
務
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

７
０

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

１
月　

日
（
水
）
か
ら
２
月
２

１０

日
（
金
）
ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

緯
０
４
２
（
５
０
０
）
８
７
０
０
、
同
八

王
子
校
緯
０
４
２
（
６
２
２
）
８
２
０
１
、

同
府
中
校
緯　

（
３
６
７
）
８
２
０
１

０４２

 　

そ
れ
ぞ
れ
傍
聴
で
き
ま
す
。

怯
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

と　

き　

１
月　

日
（
火
）　

午
後
２
時

１６

か
ら

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
講
座
室
２

定　

員　
　

人
１０

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

資
源
循
環
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
５

怯
子
ど
も
・
子
育
て
審
議
会

と　

き　

１
月　

日
（
水
）　

午
後
１
時

２４

　

分
か
ら

３０と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
大
会
議
室
Ａ

定　

員　
　

人
１０

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
８
２
１

怯
第
五
期
障
害
福
祉
計
画
検
討
委
員
会

と　

き　

１
月　

日
（
水
）　

午
後
２
時

２４

〜
４
時

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー
４
階
視
聴
覚
室

審
議
会
な
ど
の
日

審
議
会
な
ど
の
日
程程

定　

員　
　

人
２０

申
込
み　

当
日
、
午
後
１
時　

分
か
ら
、

３０

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
０

怯
１
月　

教
育
委
員
会
定
例
会

と　

き　

１
月　

日
（
木
）　

午
後
２
時

２５

か
ら

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
５
０
５
会
議
室

定　

員　
　

人
２０

申
込
み　

当
日
、
午
後
１
時　

分
か
ら
、

４０

問
合
せ
先
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　

教
育
総
務
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
６
８

怯
緑
化
推
進
委
員
会

と　

き　

１
月　

日
（
金
）　

午
後
６
時

２６

　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

市
役
所
６
階
６
０
１
会
議
室

定　

員　
　

人
１０

申
込
み　

当
日
、
午
後
６
時　

分
か
ら
、

１０

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
０

怯
地
域
自
立
支
援
協
議
会
全
体
会

と　

き　

１
月　

日
（
月
）　

午
後
３
時

２９

〜
５
時

と
こ
ろ　

健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２
階

第
３
・
第
４
会
議
室

定　

員　
　

人
１５

申
込
み　

当
日
、
午
後
２
時　

分
か
ら
、

３０

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
０

委
員
会
前
会
長
）、
岡
部
明
子
さ
ん
（
東
京

大
学
大
学
院
教
授
）、
中
井
検
裕
さ
ん
（
東

京
工
業
大
学
教
授
）、
小
林
正
則
（
小
平
市

長
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

政
策
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

０
３

 　

今
回
は
、
災
害
に
備
え
た
ま
ち
を
テ
ー

マ
に
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し

ま
す
。
市
長
が
直
接
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

や
ご
提
案
を
お
聴
き
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月　

日
（
土
）　

午
後
３
時

２０

〜
５
時

と
こ
ろ　

天
神
地
域
セ
ン
タ
ー
第
一
・
第

二
集
会
室　

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

市
民
相
談
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
０
８

 　

東
京
都
立
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
、
同
八
王
子
校
、
同
府
中
校
で
は
、
平

成　

年
４
月
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま

３０
す
。
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

市
長
と
話
し
ま
せ
ん
か

職
業
訓
練
生
徒

（
４
月
入
校
）
募
集

O
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

　

小
平
市
民
の
皆
様
、
新
年
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成　

年
の
輝

３０

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
「
小
平
町
産
業
ま
つ
り
」
の

開
催
に
際
し
、
滝
口
市
議
会
議
長
様
を

は
じ
め
と
す
る
親
善
訪
問
団
の
皆
様
に

ご
来
町
い
た
だ
き
、
交
流
の
絆
を
よ
り

一
層
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
毎
年
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
「
小
平
市
民
ま
つ
り
」

の
際
に
は
、
華
や
か
で
活
気
あ
る
パ
レ

ー
ド
へ
の
参
加
や
本
町
特
産
品
販
売
コ

ー
ナ
ー
で
の
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
歓

迎
に
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
少
年
少
女
交
歓
交
流
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
は
ご
来
町
い

た
だ
き
、
両
市
町
の
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
ま
た
一
段
と
大
き
く
成
長
す

る
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
問
題
は
、
今
後
の

日
本
の
在
り
方
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る

問
題
で
あ
る
こ
と
は
市
民
の
皆
様
も
ご

承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
地
方
の
１
次
産
業
を
主

体
と
す
る
町
村
に
あ
っ
て
は
、
喫
緊
の

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、　

歳
ま
で
の

１８

医
療
費
・
保
育
料
の
無
償
化
と
い
っ
た

子
育
て
支
援
対
策
や
新
築
・
住
宅
改
修

助
成
な
ど
の
定
住
促
進
対
策
、
さ
ら
に

は
本
町
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
文
化
、

そ
し
て
四
季
折
々
の
食
資
源
と
い
っ
た

地
域
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
施

策
の
展
開
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

貴
市
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
既
に
各

種
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

と
存
じ
ま
す
が
、
今
後
と
も
こ
の
難
局

に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
町
民
の
皆
様

と
一
丸
と
な
っ
て
「
お
び
ら
」
の
魅
力

を
存
分
に
生
か
し
た
取
り
組
み
を
果
敢

に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
は
両
市
町
に
と
り
ま

し
て
姉
妹
都
市
締
結
か
ら　

周
年
と
い

４０

う
一
つ
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
年
で

も
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
末
永
く
、
そ

し
て
よ
り
親
密
な
交
流
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
小
平
市
の
益
々

の
ご
発
展
と
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

今
年
一
年
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

小平町（おびらちょう）
北海道のほぼ北西に位置し、
 留  萌 振興局管内南部に位置し
る もい

ています。日本海に面してい
て他の三方は山に囲まれた青
い海と緑にあふれ自然に恵ま
れたまちです。
人口　3,291人
（小平市の約68分の１）
面積　627.22錫
（小平市の約30倍）
特産　ほたて、たこ、うに、
米、アイボリーメロン、おび
ら和牛

平成29年11月1日現在

小平町

出

初

出　

初　

式式

小
・
中
学
校

入
学
通
知
書
を

　
　
　
　

発
送

か
ら

▽
午
前　

時　

分
ご
ろ
か
ら
…
消
防
車
パ

１０

２０

レ
ー
ド

▽
午
前　

時　

分
ご
ろ
か
ら
…
東
京
消
防

１０

３０

庁
音
楽
隊
演
奏
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ズ
隊
演
技

▽
午
前　

時　

分
ご
ろ
か
ら
…
一
斉
放
水

１０

５０

と
こ
ろ　

小
平
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー

※
荒
天
時
は
、
午
前　

時
か
ら
ル
ネ
こ
だ

１１

い
ら
で
行
い
ま
す

問
合
せ　

防
災
危
機
管
理
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
１
３

 
怯
ど
う
な
る　

プ
チ
田
舎　

小
平
の
都
市

農
地

　

プ
チ
田
舎
が
魅
力
の
小
平
で
は
、
農
地

は
当
た
り
前
の
風
景
。
し
か
し
、
宅
地
化

な
ど
に
よ
り
東
京
ド
ー
ム
１
個
分
以
上
の

畑
が
、
毎
年
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
と

都
市
農
地
の
未
来
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

１
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

２１

１０

〜　

時　

分

１１

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル

※
駐
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年
末
年
始
の
慌
た
だ
し
さ
に
、
納

税
の
う
っ
か
り
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
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再
度
お
手
元
の
納
税
通
知
書

を
確
認
し
、
未
納
が
あ
る
場
合
は
、

至
急
、
納
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
納
税
通
知
書
が
な
い
場
合
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問

い
合
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せ
く
だ
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い
。

問
合
せ　

収
納
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
２
６
・
９
５
２
７
・
９
５
２
８

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普
通
徴
収（
第

４
期
）

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
）

※
納
付
は
、
１
月　

日
（
水
）
の
納

３１

期
限
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
付
で
き
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。
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詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振

替
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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